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 薬剤使用の適正化を考える
 抗菌薬使用の現状から薬剤使用の適正化を考える

 高齢者の医薬品適正使用に患者はどう関われるか

 大局大説
　　 日本の薬剤使用の現状と課題
 坂巻弘之
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期
的
な
C
型
肝
炎
治
療
薬

ハ
ー
ボ
ニ
ー
、
免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
オ
プ
ジ
ー
ボ
な

ど
高
額
薬
剤
の
登
場
は
国
民
医
療
費

を
増
加
さ
せ
、薬
剤
費
の
適
正
化
が

近
年
の
医
療
保
険
財
政
の
大
き
な
改

革
課
題
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
が
、本
年
5
月
、高
い
効
果
が
期

待
さ
れ
る
白
血
病
治
療
薬「
キ
ム
リ

ア
」が
1
回
3
3
4
9
万
円
と
い
う

超
高
額
の
薬
価
で
保
険
適
用
さ
れ
た
。

今
後
も
超
高
額
の
医
薬
品
・
医
療
材

料
、再
生
医
療
製
品
の
上
市
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

生
命
に
関
わ
る
重
篤
な
疾
患
に
つ

い
て
、個
人
で
は
負
担
し
き
れ
な
い

高
額
な
医
療
費
の
負
担
を
保
険
シ
ス

テ
ム
で
対
応
す
る
こ
と
は
医
療
保
険

制
度
の
本
来
の
趣
旨
で
あ
り
、国
民

皆
保
険
体
制
を
将
来
に
わ
た
っ
て
堅

持
し
て
い
く
こ
と
に
国
民
的
な
合
意

が
あ
る
。医
療
費
増
加
率
に
見
合
う

適
切
な
経
済
成
長
の
実
現
、国
庫
負

担
財
源
と
な
る
消
費
税
収
の
確
保
と

医
療
費
負
担
構
造
の
改
革
を
改
め
て

強
く
期
待
し
た
い
が
、今
後
も
長
寿

化
の
進
行
、少
子
化
・
現
役
世
代
の
減

少
の
同
時
進
行
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

経
済
成
長
率
を
超
え
て
国
民
医
療
費

が
増
加
し
続
け
る
と
、危
機
的
な
状

況
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

難
治
性
疾
患
の
治
療
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
有
効
性
と
安
全
性
が
高

く
、医
療
の
質
や
効
率
性
の
向
上
に

資
す
る
真
に
革
新
的
な
新
薬
の
保
険

適
用
は
今
後
も
維
持
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、国
民
医
療
費
の
伸
び
率

を
経
済
成
長
率
に
見
合
う
よ
う
適
切

に
管
理
す
る
こ
と
が
内
政
上
の
最
重

要
課
題
の
1
つ
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
▽
薬
価
基
準
の
市

場
実
勢
価
格
を
適
切
に
反
映
す
る
薬

価
改
定
の
随
時
実
施
▽
長
期
収
載

品
の
薬
価
引
き
下
げ
と
後
発
品
の
使

用
促
進
▽
疾
患
に
対
応
し
た
薬
剤
使

用
の
適
正
使
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
と
審
査
支
払
に
お
け
る
利
活
用
▽

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
保
険

適
用
後
の
当
該
医
薬
品
等
や
医
療
技

術
の
有
用
性
を
評
価
し
た
保
険
償
還

価
格
の
見
直
し
▽
新
薬
の
薬
価
算
定

に
お
け
る
費
用
対
効
果
評
価
の
本
格

導
入
。そ
の
場
合
、新
薬
等
の
開
発
企

業
に
よ
る
原
価
の
適
切
な
開
示
、海

外
市
場
に
お
け
る
保
険
償
還
価
格
の

反
映
─
─
な
ど
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
す
る
た

め
に
は
、公
的
医
療
保
険
の
給
付
範

囲
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
も
大
事
な

視
点
で
あ
る
。診
療
行
為
の
範
囲
や

内
容
に
つ
い
て
も
、柔
整
・
あ
は
き
も

含
め
、給
付
実
態
や
公
的
保
険
の
役

割
と
機
能
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ

て
保
険
給
付
の
あ
り
方
を
総
点
検
す

べ
き
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、重
症
疾
患
用
で
個
人
で

の
負
担
が
困
難
な
医
薬
品
は
保
険
で

確
実
に
カ
バ
ー
す
る
一
方
、軽
症
疾

患
用
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、そ
の
定

義
・
適
用
基
準
を
明
確
に
し
つ
つ
、疾

患
の
態
様
に
応
じ
た
給
付
率
の
設
定

な
ど
、諸
外
国
の
事
例
も
参
考
に
検

討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。 

　

医
療
保
険
者
と
し
て
は
、健
康
寿

命
の
延
伸
、疾
病
予
防
・
重
症
化
予
防

対
策
、レ
セ
プ
ト
点
検
な
ど
保
険
者

機
能
を
積
極
的
に
発
揮
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
合
い
た
い
。

画

公的保険の役割踏まえた
保険給付のあり方
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